
■許容する文化をもつ浅草 ■器としての持込み寺とフラグメント化された商業 ■建築を構成する仕組み ■敷地を越えた貸し借りを許容する断面構成
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浅草は隅田の川や微高地という土地の利を活かし、商人たちが様々な商いを仕掛けることで文化を生み、江戸一の商業の中心に発展した。
しかし現代の浅草は観光地化による画一化により、商いの安定は得られたがかつての自由な商業のあり方が薄れてきている。
私たちは浅草の街に根付く寺社空間に商業を組み合わせることで浅草の新しさの原動力である商人の仕掛けを許容する建築の提案を行う。


